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章・終章および４章で構成されており、その分量は 400 字換算で約 370 枚である。 
 「第一章 ハンセン病関連法制の再検討」では、まず 1907 年法律第 11 号「癩予防ニ関スル件」を検討し、同法で
の療養所送致の対象は「無資力患者」に限定されており、内務省は療養所への収容対象者の拡大につながる自宅療養
者への監視には慎重であったこと、府県の中には同法の制定意図を逸脱して全ハンセン病者を把握・監視する体制へ
































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、法制度や国家によるハンセン病政策と、地域におけるハンセン病者のあり様を規定した諸条件の相互作
用として、ハンセン病者が現実に置かれた状況や処遇を再検討し、戦前・戦時期にはハンセン病者への「絶対隔離」
政策は成立していないと主張、通説を厳しく批判した。また、自由療養地的なるものとして注目されてきた群馬県草
津町の湯之沢部落と、同部落の中にあってそこでの療養をより多くの病者に開く上で極めて大きな役割を果した聖バ
ルナバミッションについて、丹念な史料収集をもとに初めてその実態に迫ったことは高く評価できる。さらに、国公
立療養所側から厳しい批判を浴びながらも、治癒の可能性を追求することで自宅療養者の社会生活継続の生命線とし
て機能した皮膚研とハンセン病との関わりを実証したことは、大阪大学の大学史に新たな光をあてた点でも重要であ
る。各府県まで下りてハンセン病政策の多様な実態を提示し、湯之沢部落や私立療養所の一つである聖バルナバミッ
ションでの療養、あるいは皮膚研によって支えられていた大阪での自宅療養者といった、療養の多様な形態を克明に
明らかにしたことは、「絶対隔離」政策の検証という研究方法ではすくい切れないハンセン病者の全体像を描き出す
には不可欠の作業である。確かに、各府県での政策を追跡する点での弱さや、「地域」概念のあいまいさは争えない
が、本論文はハンセン病をめぐる研究状況を大きくかえる可能性を感じさせる好編といってよいだろう。以上を総合
して、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものであると認定する。 
